

































































































































































































































































































































































































































他者の前で挙動を提示するときの演出上の諸問題 dramaturgical problems にほかなら





ンティティ（a virtual social identity）、すなわち社会の側がそうであろうと想定し、要求する性
























・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
自の生活様式を発展させること、そして一度それに接
してみればそ
・ ・ ・ ・
の生活は
・ ・ ・ ・ ・ 　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
有意味で・理にかなっており・正常であるということ、ま
た、 こ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
の よ う な 世界を 知る 良
・ ・ ・ ・ ・
い 方法は、そ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
の 世界の 人び と が 毎日反復経験せ ざ る
を
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
得ぬ些細な偶発的出来事をその人
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